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１ 本単元の流れと「政治的教養を育む学びのプロセス」との関係 

学 習 活 動（全 12時間+常時活動） ポイントになる学びのプロセス 

おうちのひとがしていることは？② 

・友だちとの普段の話題の中から、 

 おうちの人がしていること（家事）に興味をもつ。 

・家事についての友だちとの話から、そこに違いがあることに気付

き、本当にそうなのか調べてみようという興味をもつ。 

おうちのひとがしていることをウォッチングしよう！（常時

活動） 

・家事にはどのようなものがあるのか一週間調べる。 

ウォッチングどうだった？② 

・調べた結果を友だちと交流する中で、必ずある仕事と、そうでない

仕事があることに気付く。 

・同じ仕事の中にも、家によってやり方に違いがあることに気付く。 

ひみつをさぐれ！～もういちどウォッチング（常時活動） 

・仕事の内容に注目し、上手にするための秘密を観察したり、インタ

ビューしたりして、一週間調べる。 

こんなひみつをみつけたぞ？② 

・見つけた秘密を友だちと交流する。 

・秘密を知り、自分にもできるかもしれないという気持ちをもつ。 

やってみよう！おうちのしごと（常時活動＋③） 

・おうちの人に教えてもらいながら、少しずつ 

自分の力だけでおうちのしごとをやってみる。 

・毎日の取組の様子を友だちと交流する。 

・交流する中でもっと上手にできる方法に気付き、おうちのしごとに

活かしていく。 

これからも！かぞくだいすきだいさくせん③ 

・家族からのお手紙をもらう。 

・自分ができるようになったことについて友だちと交流する。 

・これからも家族のため、自分のためにおうちのしごとをしていこう

とする。 

 

関心をもつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に行動する 

 

 

６-１ 小学校 1年生生活科 指導事例 

「かぞくだいすき だいさくせん！」（家族と生活） 

【単元目標】 

 家族生活を支えている家族のことが分かり、その一員としての自分ができることを考えたり、工夫したりするこ

とができるようにする。 

【目指す子どもの姿】 

 家族の一員として自分ができることを考え、その役割を積極的に果たす姿 

 

ポイント２ 

ポイント１ 
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２ 政治的教養を育むためのポイント 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

学校教育を通じて社会に主体的に参画していく素地を育成することを考えた時に、小学校低学

年でできることは何でしょうか。やはり学校の大部分は授業ですから、児童の主体的な取組を中

心とした授業を積み上げていくことが重要になります。 

本単元は家族と自分の生活を考え、自分のできることを実践していく単元ですが、より児童の

主体的な取組を考えるならば、単元の入り方が重要になります。朝登校し、先生の周りに集まっ

てきた児童はたくさんのおしゃべりをします。その一つ一つの話の中にはきっと家族やお手伝い

のことが入っているはずです。児童の家族や家庭についてのエピソードを常日頃からストックするよ

うにし、そのエピソードから単元に入っていきましょう。授業の中で自分のエピソードが取り上

げられた児童はきっと喜び、この単元での学習に関心をもって取り組むと考えます。 

児童の普段のつぶやきにじっくり耳を傾け、家族のことやお手伝いにつながる

タネを探し、児童のエピソードから単元に入っていきましょう。 

 

  

 

 

 低学年の児童にとっての家庭は一番身近な、そして一番親しみをもてる社会といっていいでしょ

う。その意味で、役割を果たすことは低学年の児童にとっては立派な社会参画といえます。 

このお手伝いが単発なものに終わらず、継続して自分のこととして取り組むものになるために

は、活動させっぱなしにすることなく、生活科の授業をとおして、振り返る活動を効果的に行う

ことが重要になります。友だちとうまくいったことや新しく発見することを交流したり共有したりするこ

とで、児童は自分に自信をもち、そして次の活 

動に向かう気持ちをもっていきます。 

 各家庭での取組をクラスの中で話したい、 

という雰囲気が醸成されてきたところを教師は 

しっかりとらえ、振り返る時間を保障しましょ 

う。その際には文章・絵・実演等、低学年の児 

童の発達の段階にふさわしい活動を考えましょ 

う。 

 

ポイント１ 

ポイント２ 

適切なタイミングでの振り返りを重ねることで、児童の主体的なお手伝いの

取組を指導していきましょう。 

  児童の意見をまとめ、可視化する 


